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去る 7 月２５日、古来より旧山陽道の中継地と

して栄え、江戸、明治時代より酒造りに適した気

候と龍王山の伏流水の恩恵により「酒都西条」と

呼ばれる西条酒蔵通りをゆっくりとまち歩きをし

てきました。ＪＲで西条駅へ着いたのが１０時半

過ぎで、駅の南側には東西１キロにも満たない通

りの中に現在も７つの蔵元が並び、赤レンガの煙

突や白壁やなまこ壁など風情のある街並みが続き

ます。

ここを訪れるのは７年前と４年前に続き３度目。

酒蔵巡りの前に、まずは駅の北側すぐにある御建

神社内にある「ききます のん太大明神」にこれま

でのお酒の失敗談を聞いてもらうために参拝。

次は、駅より南へ歩いて５分の「お好み焼き 楽」

で当店オリジナルの西条焼きというお好み焼きな

どをいただきました。ここ西条では、４月より「東

広島焼き」というご当地お好み焼きプロジェクト

が始まっていて、特産品のお米を必ず使用しプラ

スねぎ、カキ、レンコン、地鶏などを１品以上使

用したお好み焼き（配合はお店まかせ）もありま

す。ここでは、生 ビ

ール３杯で胃を清め、

みそぎも完了して

いざ酒蔵巡りへ。

予定滞在時間3時間半のうちここまでで２時間

を使ってしまい、残り1時間半で７つの蔵を巡り、

試飲を楽しむにはあまりにタイトで無謀で、結局

７つのうちの４つしか蔵巡りができませんでした。

巡った蔵は、山陽鶴酒造、西條鶴醸造、亀齢（き

れい）酒造、白牡丹酒造です。どの蔵も趣があり、

外観はシンボルの赤レンガ煙突に赤瓦、白壁にな

まこ壁、内観は夏なのに薄暗く、空気がひんやり

として直射日光を限りなく避けている造りが印象

的でした。

試飲は、一杯￥100～￥300、3 銘柄￥500 で

飲み比べなど、合計４蔵で８杯試飲しました。す

っきりさわやかで辛口の酒や、お米の甘さを強調

した酒、ほのかにバナナの香りを感じる酒、日本

酒度の数値だけでは、超辛口のはずなのになぜか

甘みを感じてしまう酒など…。飲んだ中には無濾

過で２１度もある酒も試飲したので、７蔵全て巡

ったらべろべろに酔っぱらって、またのん太大明

神の世話

になるこ

と必至で

はないで

しょうか。

また酒祭

りはもち

ろんのこと、冬には燗酒だけのコンテストがある

ということです。

ここ西条酒蔵通りは、街並み全体が酒蔵博物館

のようでもあり、お酒の飲めない方でも十分に満

喫できますのでぜひいちど訪れてみてください。
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編集後記
自身を一人称から3人称の小説に変える冷静さに長けたけど、
年相応に肩骨が摩耗して痛い。上手く付き合うことが薬ら
しい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （M・O）

ourwork のコメント

山口市新本庁舎棟
山口市の新庁舎は、職員が個々の席を持たないフリーアドレ
スオフィスだとか。個人持ちの書類等も小さいロッカーに入
る分量だけ。在宅勤務も当たり前となり、ＰＣがあればどこ
でも事務仕事ができる時代になったことが実感できます。山
口支部主催の完成見学会で事務室も拝見しましたが、新庁舎
での業務が始まってから訪れていないので、涼しくなったら
一度覗いてみようと思います。　　　　　　　　　　（Ｈ.Ｋ）

老後は快適な家に住みたい。
合板の床材とクロス張りで仕上げた家とは違い、木の温もり
や快適さを体感でき羨ましい限りです。話はそれますが、自
分も木の下駄を昔から愛用していて、無垢の木は熱くも冷た
くもならないので、夏はもちろんのこと、冬裸足でいても全
く足が寒くありません。話を戻して、天窓と屋根瓦との取り
合いがとても興味深くて、こっそり瓦をはがして施工法を確
認してみたいです。(^_^;) 　　　　　　　　　　　　　  （M）

会員諸氏の原稿をお待ちしています。

■情報・広報委員
児玉　尚　　正兼克一　　中岡晃一　　三戸和紀　　多賀谷孝一郎
小野　稔　　森次栄介　　神德香子　　山根和明　　山本雅之　　
椋木章弘　　藤永真史　　今福啓喜　　　　

支部名 氏　名 級別 事業所名
岩国 山　田　和　生 1 白田建設㈱
防府 平　井　晃　大 2 澤田建設㈱
山口 波　頭　優　作 1 ㈱栗林設計

支部 氏　名 事業所名
山口 田　邉　孝　治 シマダ㈱
山口 政　崎　吉　洋 シマダ㈱

小野田 長　野　禎　之 ヘキムラ興業㈱
下関 玉　谷　大　進 ㈱東昇

支部 氏　名 事業所名
山口 橋　本　裕　佳

山口県建築士会ヘリテージマネージャー協議会

　本年度実施中の「ヘリテージマネージャー（以
下HM）養成講座」の概要を報告します。

■第1回講座 2025.7.19
　令和7年7月19日（土）、本年度第1回目の山口
県ヘリテージマネージャー（以下ＨＭ）養成講
座が行われました。ＨＭ講座としては、一昨年
度の「ＨＭステップアップ講座」以来2年ぶり、
養成講座としては3年ぶりです。今年度の受講生
は13名ですが、お隣の広島県や島根県から、ま
た文化財行政関係者からの参加もありました。
　日時：令和7年7月19日（土）9:30 ～ 16:30
　場所：重要文化財・山口県旧県会議事堂議場
　　�藏本和夫建築士会会長、山口県文化振興課

長藤井正明氏のあいさつの後、下記の講座
が行われました。

　⑴�ヘリテージマネージャーに期待される役割
と活動／原田正彦氏（山口県建築士会ＨＭ）

　⑵�文化財保護制度の概要と今後の展望／中山
輝樹氏（山口県文化振興課 文化財専門員）

　⑶�文化財改修工事への心構え／高橋好夫氏（元
文化財建造物保存技術協会）

　⑷�歴史文化遺産を生活に活かすマネージメン
ト／講師：沢田伸氏（ひょうごヘリテージ
機構Ｈ2O世話人）

　�　このように今回は、ＨＭが身に付けるべき
基本知識を中心に、文化財保護制度の概要や、
県内外の文化財の具体的保存改修技術等を学
びました。特にＨＭ発祥の地である兵庫県か
らお呼びした沢田氏の講義では、その誕生か
ら現在に至るまでの苦労話や、充実したこれ
までの活動が非常に記憶に残りました。受講
生からは、「期待以上の内容で、感動しました。
これからの講座を楽しみにしています。」との
声が聞こえました。


